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●A-3「途切れのない支援について～多機関ワンストップサービス
による支援～」

「途切れない支援の提供体制」を実現するための取り組みや支援コーディネー
ターの配置状況、支援調整会議の開催状況など、現状と課題を共有する。

●A-4「支援の質を高めるための支援者のメンタルケアと組織間の連携」
支援に携わる職員が直面する心理的負荷（二次被害や惨事ストレス等）
に対応するため、（1）支援者の健康管理（メンタルヘルス）の理解、（2)
組織間連携の円滑化に向けたアプローチについて、グループでの討議や
情報共有を交え解説・検討する。

●A-5「被害者支援における法的視点」
刑法など犯罪被害に関連する法律を概観しつつ、支援に携わる際に有用であ
ると考えられる法的視点を、仮想事例を用いた検討を通じて体感いただく。

●A-6「精神疾患に関する基礎知識」
妄想・幻覚・抑うつ・自殺念慮・パニックなど代表的な病態の基礎知識
と、支援の現場での対応上の留意点についてわかりやすく解説する。

●B-3「現代の思春期のこどもとトラウマ」
現代のこどもたちの実態、思春期の心理特性とトラウマがもたらす影響を
把握し、こどものSOSをいかに理解して支援を行うかを共に考える。

●B-4「被害者支援における社会福祉・ソーシャルワークの必要性」
社会福祉の最近の動向、被害者支援におけるソーシャルワークの活用に
ついて解説し、理解を深める。

●B-5「親を亡くした子どもの心と関わりのポイント、そしてグ
リーフケア」
親を亡くした子どもの体験世界や心のありかたについて理解し、サポー
トするために必要な関わりやケアについて知識を得る。

●B-6「外国人被害者支援の実際と課題」
海外で犯罪被害にあわれた被害者のご遺族の経験を伺うとともに、支援
に必要な知識と情報の共有を行い、支援の大切さについて理解を深める。

●全体会「性暴力を受けた子どもの支援～2025年欧州視察事業より～」
犯罪被害者支援先進国であるフィンランドとイギリスでは、子どもを中
心に据えた支援体制が社会全体に広がり、子どもが回復する権利を尊重
する支援が実践されている。両国のBarnahusモデルを参考に、日本に
おける子どもの支援について考える。

毎年、被害者支援に携わる方々のニーズに応じたテーマを設定
し、 分科会と全体会を通じて学びを深めています。令和8年度は、
以下のテーマを取り上げます。

秋期全国研修会は、全国被害者支援ネットワークと警察庁が主催
する、ネットワーク加盟団体に所属する職員と被害者支援関係機
関所属の方が対象の全国規模の研修会です。一部の分科会は、
ネットワーク加盟団体に所属する支援員・相談員のみが対象と
なっています。

10/31 土・11/1 日
2026

機械振興会館

秋期全国研修会とは

令和8年度秋期全国研修会のプログラム

　

ネットワーク加盟団体もしくは関係機関（都道府県警察、
都道府県庁、市区町村役所、教育関係、教育施設等、法
テラス、検察庁、法務省、裁判所、保護観察所、更生保
護施設、矯正施設、被害当事者団体、病院）等の被害者
支援に携わっている機関所属の方が対象になります。

事前申込み制

※�ネットワーク加盟団体に所属されている方は加盟団体専用フォー
ムからお申込みください。（関係機関所属の方専用フォームからも
アクセスできます）

機械振興会館　〒105-0011　東京都港区芝公園３-５-８
〈最寄りの交通機関〉
東京メトロ日比谷線 神谷町駅下車�����������������������徒歩８分
都営地下鉄三田線 御成門駅下車������������������������ 徒歩８分
都営地下鉄大江戸線 赤羽橋駅下車�����������������������徒歩10分
都営地下鉄浅草線・大江戸線 大門駅下車������������������ 徒歩10分
JR山手線・京浜東北線 浜松町駅下車���������������������徒歩15分

受付期間  ７月31日 金 ～９月30日 水

参加費参加費
無料無料

問
い
合
わ
せ
先

研修の内容・参加資格等について 公益社団法人 全国被害者支援ネットワーク TEL 03-3811-8315
お申込み状況のご確認について 株式会社 シバムジーク TEL 03-6709-1870
警察庁委託により業務を担当します。上記フォームから申込ができない場合は、株式会社シバムジークにご連絡ください。メール info@shibamusik.comでも対応いたします。�  
※平日 10時～17時　お問い合わせの際は「秋期全国研修会の件」とお伝えください。

お申込みはこちらから
（秋期全国研修会申込フォーム）

関 係 機 関 所 属 の 方 は 関 係 機 関 専 用
フォームからお申し込みください。
開催概要（詳細）も申込フォームから
閲覧できます。

全国被害者支援ネットワーク・警察庁主催

https://www.npa.go.jp/higaisya/renkei/kenshu.html
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令和8年度　秋期全国研修会　プログラム

10月31日（土）　分科会A　10：00～12：30（150分）　会場：対面分科会地下３階、Teamsサテライト分科会６階

10：00
｜  

12：30

研修名 対象（参加形態） 演題 講師

★A-1 加盟団体のみ
（対面）

被害に遭ったこどもへの支援について
～学校との連携について考える～

遠藤えりな（NNVS認定コーディネーター・ひょうご）
髙橋　久代（NNVS認定コーディネーター・くまもと）

★A-2 加盟団体のみ
（対面）

面接相談
―傾聴を踏まえての展開の仕方―

油井恵美子（NNVS認定コーディネーター・長野）
小島きぬ子（NNVS認定コーディネーター・あいち）

A-3
どなたでも

参加できます。
（対面）

途切れのない支援について
～多機関ワンストップサービスによる支援～

竹山　律子（NNVS認定コーディネーター・埼玉）
甲斐　千津（NNVS認定コーディネーター・佐賀）
野﨑さおり（NNVS認定コーディネーター・みやざき）
加藤　将也（�埼玉県県民生活部 防犯・交通安全課 防犯・犯罪被害者支援担当主幹）

A-4 どなたでも参加できます。
（対面）

支援の質を高めるための
支援者のメンタルケアと組織間の連携 関根　　剛（臨床心理士、全国ネットワーク理事）

☆A-7

心理専門職・
精神保健福祉士・
社会福祉士対象

（対面）

心理的支援専門職実務研修
―遺族への心理的支援を中心に―（１）

岡本かおり（�清泉大学人間学部教授、犯罪被害相談員、公認心理師、臨床心理士、
被害者支援都民センター）

鶴田　信子（�犯罪被害相談員、公認心理師、臨床心理士、被害者支援都民センター
相談担当心理責任者）

A-5 どなたでも参加できます。
（Teams） 被害者支援における法的視点 長澤　裕子（坂井法律事務所・弁護士、石川被害者サポートセンター理事）

A-6 どなたでも参加できます。
（Teams） 精神疾患に関する基礎知識 飛鳥井　望（被害者支援都民センター理事長、精神科医）

※A-8 どなたでも参加できます。
（A-5のサテライト聴講） 被害者支援における法的視点 Ａ-5サテライト講座

※A-9 どなたでも参加できます。
（A-6のサテライト聴講） 精神疾患に関する基礎知識 A-6サテライト講座

11月1日（日）　全体会　9：40～12：20　入場開始9：20　会場：地下２階　ホール
どなたでも参加できます。（対面・YouTube）

9：20 開場 司会：奧山　栄一（全国ネットワーク専務理事）
9：40-9：50 開会挨拶・分科会総括 熊谷　明彦（全国ネットワーク副理事長、研修・支援活動部会長）

9：50-11：20 パネルディスカッション
「性暴力を受けた子どもの支援～2025年欧州視察事業より～」

齋藤　　梓（上智大学総合人間科学部心理学科准教授）
齋藤　　実（琉球大学法務研究科教授）
司会進行：片山文（NNVS認定コーディネーター・おかやま）

休　憩　（写真撮影）
11：40-12：10 栄誉章表彰式

椎橋　隆幸（全国ネットワーク理事長）
12：10-12：20 秋期全国研修会閉会挨拶
＊講師名の後ろの（　　）内は団体名称の略称です。

10月31日（土）　分科会B　13：30～16：30（180分）または13：30～15：30（120分）　会場：対面分科会地下３階、Teamsサテライト分科会６階

13：30
｜  

16：30

研修名 対象（参加形態） 演題 講師

★B-1 加盟団体のみ
（対面） 電話相談ー自己決定を尊重する対応ー 佐々木みどり（NNVS認定コーディネーター・神奈川）

林　　貴子（NNVS認定コーディネーター・ぎふ）

★B-2 加盟団体のみ
（対面） 直接的支援～支援の終結を考える～

森田ひろみ（NNVS認定コーディネーター・いばらき）
中曽根えり子（NNVS認定コーディネーター・にいがた）
松田千恵美（NNVS認定コーディネーター・かごしま）

B-3 どなたでも参加できます。
（対面） 現代の思春期のこどもとトラウマ 櫻井　　鼓（追手門学院大学心理学部心理学科教授／横浜思春期問題研究所副所長）

B-4 どなたでも参加できます。
（対面）

被害者支援における
社会福祉・ソーシャルワークの必要性 伊藤冨士江（元上智大学教授）

☆B-7

心理専門職・
精神保健福祉士・
社会福祉士対象

（対面）

心理的支援専門職実務研修
―遺族への心理的支援を中心に―（２）

岡本かおり（清泉大学人間学部教授、犯罪被害相談員、公認心理師、臨床心理士、被害者支援都民センター）
齋藤　　梓（�上智大学総合人間科学部心理学科准教授、犯罪被害相談員、公認心理師、臨床心理士、被

害者支援都民センター)
鶴田　信子（犯罪被害相談員、公認心理師、臨床心理士、被害者支援都民センター相談担当心理責任者）

1 3：3 0 
｜  

15：30

研修名 対象（参加形態） 演題 講師

B-5 どなたでも参加できます。
（Teams）

親を亡くした子どもの心と関わりの
ポイント、そしてグリーフケア 倉西　　宏（京都文教大学臨床心理学科長・准教授）

B-6 どなたでも参加できます。
（Teams） 外国人被害者支援の実際と課題

伊東　秀彦（みどり総合法律事務所・弁護士）
工藤美貴子（NNVS認定コーディネーター・あおもり）
楠本　節子（NNVS認定コーディネーター・大阪）
藤澤由美子（NNVS認定コーディネーター・大分）

※B-8 どなたでも参加できます。
（B-5のサテライト聴講）

親を亡くした子どもの心と関わりの
ポイント、そしてグリーフケア B-5サテライト講座

※A-9 どなたでも参加できます。
（B-6のサテライト聴講） 外国人被害者支援の実際と課題 B-6サテライト講座

★印の分科会は、ネットワーク加盟団体所属の支援員・相談員が対象です。
☆�印のA-7とB-7は通し講座です。両方に参加出来る方を優先します。また、加盟団体または警察庁・都道府県警察所属の有資格者のみが対象です。有資格者とは、支援

センター所属・委託の臨床心理士・公認心理師・社会福祉士・精神保健福祉士・精神科医の資格保持者、警察庁・都道府県警察の臨床心理士・公認心理師を指します。
※A-8、A-9、B-8、B-9はTeams配信分科会を会場（機械振興会館）のスクリーンで聴講する講座です。
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